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第 3 章では，赤外線，紫外線， x線に感度を有するピジコン管の製作について述べている。赤外線
ピジコンでは，酸化鉛 (PbO) の一部を硫化した PbO ・ S組成のターゲットを開発し，波長2 .4μm，
温度150 0C以上の熱像の可視像化ができることを示している。紫外線ピジコンでは，三七レン化枇素
(As2 Se3) を用いたターゲットの開発により， 2537 Aの紫外線に対し，感度0.1μA/μW/cm2，残像
10%以下の性能が得られている。 x線ビジコンでは，ベリリウム (Be) 面板(1. 0mm厚)上に， O2雰
囲気 (10-3 torr) 中で蒸着されたPbO膜をターゲットに用い， x線管電圧10KV程度の軟X線にも感
度を有し，高解像度，低残像の管が得られている。また応用実験例も併せて述べている。


















方法を開発，また X線用としては酸素気流中でPbO を蒸着する方法を開発すると共に， x線を管内に
減衰なく透過させるため，ベリ 1) ウム板をガラス管球に接着させる方法を発明し，それぞれを実用化
している。
また CdS単結晶に CdTe および、 AS 2 Se3 を蒸着する接合型ターゲットを開発し，その物性を明らか
にすると共に，全可視光用ターゲットとして CdS の RFスパッター膜を開発している。さらに遠赤外
用ターゲットとしてPVF2 (Polyvinylydene Fluoride) 膜の焦電効果を利用するため，その焦電特
性，熱拡散特性等の物性を明らかにし，赤外線感度を向上させるためビスマスを用いて黒化し，残像
防止のためストライブ状電極を設けた特殊なターゲ y トを考案し 人体温度に感度を持った長寿命の
ビジコンの作成に成功している。
以 kのように本論文は不可視光に感度を持ったターゲ y トの電極材料の物性を明らかにすると共に，
種々の実用ターゲットを提案試作し，電チ工学に貢献する所大である。よって本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める。
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